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平成２３年

５月
校 訓 広島市立

「自主・敬愛・責任」 阿戸中学校

阿戸中学校の校長として４年目になりました。そろそろ「まとめ」の時期ではないかと思

います。

これまでを振り返りますと、１年目にしたことは職務遂行の五箇条「⑴筋を通す ⑵論よ

り証拠 ⑶簡潔明瞭 ⑷原則公開 ⑸具体的行動」を教職員に示し、公の規範意識で行動す

る意識改革を行いました。それと同時に網の目のように多くの子ども達を包み込む教育とし

て、『授業のユニバーサル・デザイン』を行いました。２年目には「広島市小・中連携教育

推進指定校」をいただいたことをきっかけに、教師・生徒・地域の人々の三者の協働で、阿

戸中学校の限りない可能性とその具現化に向けて、『学校と地域の力で創る阿戸地域(幼保小

中)連携教育』の推進を行いました。３年目には、指定校の実践を継続することはもとより、

子どもの特徴を見つけ、多様な才能を育てる工夫を行うため、『創造！生徒一人一人の一番

づくり』を合い言葉に取組を行いました。

さて、今年度は「広島市小・中連携教育推進指定校」の最終年度であることから、子ども

の可能性を信じきる教師の心を大切にしたいと考えました。特に「子どもの姿は、鏡に映る

自分の姿」と考え、自らの行動を反省しつつ生徒指導にあたることが重要だと思いますので

「子ども達にダイヤあり！」を、我々教職員の合い言葉にしました。阿戸中学校教職員一同

は「①個に応じた学習活動の徹底 ②地域の教育力を生かす取組 ③小中連携教育の推進」

の三つの観点から、熱中・感動を育み、元気で、やさしく、たくましい「阿戸っ子」を９年

間で育てる決意です。

まだまだ、「小・中一貫教育校」の実現や「阿戸コミュニティ・スクール構想の具現化」

といった課題は残っていますが、子ども達の「ふるさと阿戸」を、いつまでも残してやりた

いと願っておりますので、どうぞよろしくお願いします。

９：００ 入場行進開始です。中学生が行進する姿は、今ではあまり見られなくなりました。

きちんとできないので省略する学校が増えているのです。阿戸中で、毎年しっかり練習して中学

生らしい行進をお見せできることは、実はすばらしいことなのです。生徒の素直さの現れで、大

変すがすがしいです。ぜひ、恥ずかしい中にも頑張っている姿をご覧下さい。
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入学して一週間後の４月１５日（金）～１７日（日）の３日間、江田島の国立青少年交流

の家で合宿をしました。他団体と一緒の活動場面であるカッターでのかけ声、旗係としての

号令、朝の集いの司会等では物怖じせず、素直に、１年生らしさいっぱいの頑張りで、交流

の家の方々にもすいぶんとお褒めのお声をいただきました。また、阿戸中だけの活動場面で

も、班長の責任感と自覚ある行動や、登山での思いやり、掃除、集合等さまざまな活動で、

しっかり自分を表現し、一生懸命にやる１年生の姿に接し、阿戸中での生活が楽しみになっ

てきました。これから阿戸中生として一緒に頑張りましょう。

オリ合宿をふり返って （１年学級便りから）

◇他団体から何を学んだか？・・誰とでもあいさつすること。自分からあいさつすること

◇クラスとして達成できたこと・・時間を守ること。
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社会 １年副担任 出合 光太朗先生

阿戸中学校に赴任して早いもので１ヶ月半が経とうとしています。阿戸中学校の第一印

象は、生徒一人一人がとても明るく、すごく元気な学校だなあでした。特に４月当初の登

校日に聞いた２・３年生の校歌の歌声は、本当に良く声が出ていて、後ろで聞いていてと

ても感動しました。

これからもみんながいろんな場面で一生懸命な姿を見せてくれることを楽しみにしてい

ます。

数学 ３年担任 田中 利典先生

このたび、南区の楠那中学校から参りました。久しぶりの転勤ということもあり、毎日

が新鮮で楽しく過ごしています。阿戸中学校は、まわりが自然豊かで、みんな元気で、よ

くあいさつをしてくれるというのが第一印象です。これからも、72 人の生徒のみんなと
いっしょに学習し、さまざまな行事などを取り組んでいけることを楽しみにしていきたい

と思います。これからどうぞよろしくお願いいたします。

新役員さんも決まりましたので、ご報告いたします。

文化・スポーツ活動基金の事業内容について

会 長 山根尚子 （敬称略） 原案が承認されました。

副会長 木曽尚子 坂口松美

井場光子 藤原富美子 ２ 事業内容

吉宗野津江 本基金は、次のものを助成する。

会 計 木曽尚子 ① 大会等へ参加するための大会負担金等

監 査 代本和恵 井原 忍 ② 学校代表として県大会以上（教師引率

顧 問 前田幸裕 を伴う）の宿泊を要する大会に出場生徒

学級委員 （総務部） （生活指導部） の宿泊費の半額及び参加負担金

１年 土肥みどり 﨑谷静江 ③ 中文連の学校負担金

中村美鈴 田中由美子 ④ 校外の文化活動へ参加する場合の交通

２年 長田美智子 縄手雪子 費

佐伯奈美 野口美保 ⑤ 部活動においてやむを得ず発生した賠

３年 尾崎詠子 廣津涼子 償金

堀田頼子 不藤 恵

中尾さん（３年間副会長）


